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半導体では東エレクなどに注目

まずは信越化やソニーＧに注目
半
導
体
需
要
鈍
化
懸
念
も
…

どうなる？主要企業の１Ｑ

　

今
週
以
降
、
３
月
期
企
業
の
第
１
四
半
期
（
４
～
６
月
）
発
表
が
最
盛

期
を
迎
え
る
。
既
に
発
表
が
一
巡
し
て
い
る
２
月
期
企
業
の
第
１
四
半

期
に
関
し
て
は
、
小
売
り
で
好
決
算
が
相
次
ぎ
、
８
月
期
企
業
で
は
第

３
四
半
期
ま
で
の
好
決
算
を
受
け
て
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
９

９
８
３
）が
通
期
予
想
の
上
方
修
正
を
行
っ
て
い
る
。
混
沌
と
す
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
７
波
到
来
と
い
う
不

透
明
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
好
決
算
を
発
表
す
る
企
業
は
見
直
し
買
い

が
入
る
可
能
性
が
高
く
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

素
材
で
は
２
７
日
に

信
越
化
学
工
業
（
４
０

６
３
）
の
発
表
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
同
社
は

４
月
の
通
期
決
算
時
に

２
３
年
３
月
期
の
予
想

を
開
示
し
て
い
な
い
が
、

Ｐ
Ｖ
Ｃ
や
苛
性
ソ
ー
ダ

を
主
力
と
す
る
生
活
環

境
基
盤
材
料
事
業
は
好

調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

て
い
る
模
様
。
ア
ナ
リ

ス
ト
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の

通
期
営
業
利
益
は
７
５

５
０
億
円
程
度
（
前
期

実
績
６
７
６
３
億
２
２

０
０
万
円
）だ
が
、
８
５

０
０
億
円
超
も
可
能
と

の
試
算
も
あ
り
、
第
１

四
半
期
決
算
発
表
時
に

通
期
予
想
が
開

示
さ
れ
る
か
が

注
目
さ
れ
る
。

　

ゲ
ー
ム
で
は

２
５
日
が
コ
ー

エ
ー
テ
ク
モ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
３
６
３
５
）
、

２
６
日
が
カ
プ

コ
ン
（
９
６
９

７
）
、
ソ
ニ
ー
グ

ル
ー
プ
（
６
７

５
８
）は
２
９

日
、
任
天
堂
（
７

９
７
４
）

が
８
月

３
日
。
任

天
堂
は
円
安
効
果
や
大

型
タ
イ
ト
ル
の
発
売
期

待
が
あ
る
も
の
の
、こ

れ
ら
は
織
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
新
た
な

材
料
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

ソ
ニ
ー
は
Ｐ
Ｓ
５
好
調

に
よ
る
最
高
益
予
想
は

不
変
で

第
１
四

半
期
で

上
乗
せ

が
あ
る

か
に
注

目
。

　

半
導

体
関
連

で
は
２

７
日
に

Ｓ
Ｃ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン

グ
ス

（
７
７
３
５
）
、
８
月
５

日
が
レ
ー
ザ
ー
テ
ッ
ク

（
６
９
２
０
）
、
８
月
８

日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
（
８
０
３
５
）が
控
え

る
。
民
生
用
途
を
中
心

に
半
導
体
デ
バ
イ
ス
な

ど
の
需
要
鈍
化
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
、
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
予
想
を
裏
切
る
内

容
な
ら
他
の
半
導
体
関

連
へ
の
波
及
効
果
も
大

き
い
。

　

自
動
車
で
は
ト
ヨ
タ

自
動
車
（
７
２
０
３
）が

８
月
４
日
、
海
運
は
商

船
三
井
（
９
１
０
４
）が

２
９
日
、
日
本
郵
船
（
９

１
０
１
）が
８
月
３
日

を
予
定
し
て
い
る
。



2 第334号 2022年7月25日株 式 市 場 新 聞

７
月
第
２
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

ＦＯＭＣへの反応確認

　

前
週
の
東
京
市
場
は
負
け
な
し
の
４
連
騰

で
日
経
平
均
は
週
間
で
１
１
２
６
円
上
昇
、
３

週
連
続
高
に
な
り
ま
し
た
。
連
休
明
け
の
１
９

日
に
一
時
２
万
７
０
０
０
円
に
乗
せ
る
と
、
翌

２
０
日
は
７
０
０
円
を
超
え
る
上
昇
で
、
１
３

線
や
２
６
週
線
を
大
き
く
上
回
り
、
一
気
に
こ

れ
ま
で
の
戻

り
局
面
で
何
度
も
上
値
を

抑
え
ら
れ
た

２
０
０
日
線
も
突
破
、
２

１
、
２
２
日

は
利
益
確
定
売
り
を
こ
な

し
て
朝
安
の

あ
と
上
げ
に
転
じ
る
底
堅

い
動
き
で
、

２
万
８
０
０
０
円
に
迫
っ

て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
や
テ

ス
ラ
な
ど
が

決
算
を
受
け
て
買
い
戻
さ

れ
、
米
ハ
イ
テ
ク
・

グ
ロ
ー
ス
株
に
底
入
れ
期

待
が
高
ま
っ
た
こ

と
が
支
援
に
な
り
ま
し
た
。

　

週
明
け
は
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
が
焦
点
で
す
が
、
１

％
の
利
上
げ
ま
で

織
込
ん
だ
と
見
ら
れ
、
波

乱
は
な
さ
そ
う
で
す
。
た
だ
、
イ
ベ
ン
ト
通
過
後
の

株
価
の
反
応
と
物
色
の
流
れ
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
１
Ｑ
決
算
に
つ
い
て
も
米
金

利
や
米
株
次
第
で
株
価
の

反
応
が
変
わ
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。 

花
咲 

翁

安
川
電
機
は
大
幅
反
落

Ｆ
Ｄ
Ａ
で
医
療
機
器
登
録
完
了

安川電機の日足チャート

　

週
明
け
１
１
日
、
安

川
電
機
（
６
５
０
６
）

が
大
幅
反
落
。
２
３
年

２
月
期
の
第
１
四
半
期

累
計
決
算
は
、
連
結
売

上
収
益
１
２
０
３
億
１

２
０
０
万
円
（
前
年
同

期
比
１
・
１
％
増
）
、

営
業
利
益
１
３
９
億
５

３
０
０
万
円
（
同
前
年

同
期
比
７
・
８
％
増
）

と
ア
ナ
リ
ス
ト
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
下
回
っ
た
。

国
内
は
自
動
車
向
け
、

中
国
で
は
Ｅ
Ｖ
化
加
速

で
自
動
車
関
連
や
リ
チ

ウ
ム
電
池
・
太
陽
光
発

電
用
パ
ネ
ル
な
ど
が
堅

調
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ッ

ク
ダ
ウ
ン
の
影
響
で
設

備
投
資
が
停
滞
し
た
。

マ
ニ
ー
上
方
修
正
で
増
配

　

マ
ニ
ー
（
７
７
３
０
）

が
大
幅
に
３
日
続
伸
。

２
２
年
８
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
１
８
８
億
１

０
０
万
円
か
ら
２
０
１

億
５
０
０
０
万
円
（
前

期
比
１
７
・
２
％
増
）
へ
、

営
業
利
益
で
５
８
億
９

２
０
０
万
円
か
ら
６
１

億
５
０
０
０
万
円
（
同

１
５
・
０
％
増
）
へ
上

方
修
正
、
期
末
配
当
を

１
３
円
か
ら
１
８
円
（
前

年
同
期
１
２
円
）
へ
引

き
上
げ
た
。
欧
州
、
ア

ジ
ア
で
需
要
が
回
復
。

東京通信ストップ高

 
 

　

東
京
通
信
（
７

３
５
９
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
Ｎ
ｉ
ｎ

ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ 

Ｓ

ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
へ
の

ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン

ツ
の
配
信
を
開
始

し
、
第
一
弾
と
し
て
「
意

味
が
わ
か
る
と
怖
い
ミ

ス
テ
リ
ー
」
を
配
信
す

る
と
発
表
し
た
。
シ
ン

プ
ル
な
操
作
で
手
軽
に

謎
解
き
で
き
る
イ
ラ
ス

ト
ク
イ
ズ
ゲ
ー
ム
で
収

益
貢
献
が
期
待
さ
れ
た
。

コスモス薬品続急伸
　

１
２
日
、
コ

ス
モ
ス
薬
品
（
３

３
４
９
）
が
続

急
伸
。
２
３
年

５
月
期
は
連
結

売
上
高
で
８
１

３
５
億
円
（
前

期
比
７
・
７
％

増
）
、
営
業
利
益

で
３
０
０
億
円

（
同
０
・
７
％
増
）

と
増
収
増
益
を

見
込
だ
こ
と
が

好
感
さ
れ
た
。

新
規
出
店
は
ド

ミ
ナ
ン
ト
出
店
を
基
本

に
中
国
・
四
国
・
九
州

地
区
に
引
き
続
き
出
店
、

新
商
勢
圏
の
関
東
・
中

部
・
関
西
地
区
へ
の
出

店
を
積
極
的
に
進
め
る
。

ラ
イ
ク
市
場
予
想
下
回
る

　

ラ
イ
ク
（
２
４
６
２
）

が
急
落
。
２
３
年
５
月

期
は
連
結
営
業
利
益
で

前
期
比
２
・
６
％
増
の

４
３
億
５
０
０
０
万
円

と
マ
ー
ケ
ッ
ト
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
下
回
っ
た
こ

と
が
嫌
気
さ
れ
た
。
積

極
的
に
新
規
園
の
開
設

を
行
い
、
認
可
保
育
園

１
０
カ
所
前
後
の
開
設

を
予
定
し
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
Ｌ
技
術
採
用

　

メ
デ
ィ
ア
リ
ン
ク
ス

（
６
６
５
９
）
が
ス
ト

ッ
プ
高
。
韓
国
Ｌ
Ｇ 

Ｕ
＋
が
提
供
す
る
Ｋ
Ｂ

Ｓ
の
放
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
Ｍ
Ｄ
８
０
０
０ 

Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ 

ｏ
ｖ
ｅ

ｒ 
Ｉ
Ｐ
伝
送
技
術
が

採
用
さ
れ
た
と
発
表
し

た
。
Ｍ
Ｄ
８
０
０
０
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
柔

軟
性
や
信
頼
性
、
俊
敏

性
を
持
ち
、
４
Ｋ
映
像

や
そ
の
他
の
メ
デ
ィ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
、
低
遅
延
で
配
信

す
る
こ
と
が
可
能
で
、

収
益
貢
献
と
今
後
の
採

用
拡
大
が
期
待
さ
れ
た
。

ジ
ャ
ム
コ
受
注
拡
大
期
待

 
 

　

１
３
日
、
ジ
ャ
ム
コ

（
７
４
０
８
）
が
急
伸
。

米
ボ
ー
イ
ン
グ
が
６
月

に
納
入
し
た
航
空
機
は

５
１
機
と
コ
ロ
ナ
以
前

の
水
準
に
回
復
、
上
半

期
の
納
入
は
前
年
同
期

比
３
８
％
増
の
２
１
６

機
と
な
っ
た
と
発
表
し

た
こ
と
を
受
け
、
ボ
ー

イ
ン
グ
に
旅
客
機
用
ギ

ャ
レ
ー
や
ラ
バ
ト
リ
ー

な
ど
内
装
品
を
納
入
す

る
同
社
に
は
受
注
拡
大

が
期
待
さ
れ
た
。
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パルＧＨＤが急反発
ＥＣ販売好調で上方修正

パルグループＨＤ
　　　 の日足チャート

 
 

　

１
３
日
、

パ
ル
グ
ル

ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（
２

７
２
６
）

が
急
反
発
。

２
３
年
２

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
１
５

０
０
億
円

か
ら
１
５
４
０
億
円
、

営
業
利
益
で
８
７
億
円

か
ら
１
０
８
億
円
へ
上

方
修
正
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
当
初
か

ら
進
め
て
き
た
Ｅ
Ｃ
販

売
強
化
の
た
め
の
各
種

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
功

を
奏
し
た
こ
と
に
加
え
、

年
間
を
通
じ
て
想
定
を

上
回
る
ス
ピ
ー
ド
で
消

費
が
回
復
し
て
い
る
。

マ
イ
ク
ロ
波
新
技
術
期
待

　

マ
イ
ク
ロ
波
化
学
（
９

２
２
７
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

レ
ア
メ
タ
ル
の
新
し
い

省
エ
ネ
精
製
技
術
と
し

て
化
学
処
理
と
マ
イ
ク

ロ
波
加
熱
を
組
み
合
わ

せ
た
実
証
試
験
で
、
リ

チ
ウ
ム
鉱
山
で
採
鉱
さ

れ
た
約
１
０
０
グ
ラ
ム

の
リ
チ
ウ
ム
鉱
石
を
溶

解
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
と
発
表
し
た
。
従

来
技
術
と
比
較
し
、
設

備
投
資
と
運
用
コ
ス
ト

を
７
０
％
程
度
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
９
０
％
以
上

削
減
で
き
る
と
し
て
お

り
、
早
期
実
用
化
を
期

待
し
た
買
い
を
集
め
た
。

  

マ
ネ
フ
ォ
ワ
ド
営
業
赤
字

　

１
４
日
、
マ
ネ
ー
フ

ォ
ワ
ー
ド
（
３
９
９
４
）

が
大
幅
反
落
。
２
２
年

１
１
月
期
第
２
四
半
期

累
計
の
連
結
決
算
は
、

売
上
高
９
８
億
４
１
０

０
万
円
（
前
年
同
期
比

３
１
・
９
％
増
）
、
営
業

損
益
３
７
億
９
６
０
０

万
円
の
赤
字
（
前
年
同

期
４
４
０
０
万
円
の
黒

字
）
と
大
幅
増
収
な
が

ら
大
幅
赤
字
に
転
落
し

た
。
業
務
効
率
化
ク
ラ

ウ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

「
マ
ネ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド　

ク
ラ
ウ
ド
」
の
ユ
ー
ザ

ー
開
拓
が
進
み
売
上
は

伸
び
た
が
、
広
告
宣
伝

や
人
材
採
用
な
ど
先
行

投
資
が
負
担
に
な
っ
た
。

サ
カ
タ
ネ
計
画
超
連
続
増
配

　

サ
カ
タ
の
タ
ネ
（
１

３
７
７
）
が
大
幅
高
で

年
初
来
高
値
を
更
新
し

た
。
２
２
年
５
月
期
の

連
結
決
算
は
、
営
業
利

益
１
１
１
億
８
１
０
０

万
円
と
計
画
を
上
回

り
、
実
質
２
ケ
タ
超
の

増
益
で
着
地
、
期
末
配

当
を
２
０
円
か
ら
２
７

円
に
引
き
上
げ
た
。
野

菜
種
子
と
花
種
子
が
大

聞
く
伸
び
て
お
り
、
２

３
年
５
月
期
も
年
間
配

当
を
５
０
円
（
前
期
４

５
円
）
に
連
続
増
配
を

計
画
し
て
い
る
。

http://www.ohmoriya.com/


4 第334号 2022年7月25日株 式 市 場 新 聞

７
月
第
３
週
の
動
意
銘
柄

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 サマーラリーに突入か⁉

日々勇太朗

　先週の東京株式市場は大幅続伸と
なりました。日経平均は６月２８日
と７月１１日にザラ場２万７０６２
円で上値を押さえられてきましたが、
２０日にそこを抜け出すと一気に２
００日線を回復しました。週足では
昨年１１月以来の５２週線を回復し、
月足でも１２カ月線を回復といった
具合で流れが一変しました。
　１３日に発表された米６月消費者
物価指数は市場予想を上回る結果となり
ましたが、ＮＹダウは１日で織り込んで
その後上昇。今週はＦＯＭＣが予定され
ていますが、１％利上げを織り込んでし
まっており、０．７５％ならばアク抜け
すると思われます。
　日経平均は７連騰で２５日騰落レシオ
が１３０％台となり、２５日線乖離も５
％近くに開いたことで押し目が欲しいと

ころですが、７月第１週に海
外投資家が大量買い越しして
きましたので、サマーラリー
が期待できます。

半
導
体
関
連
買
い
広
が
る

レーザーテックの日足チャート

　

１
４
日
、
レ
ー
ザ
ー

テ
ッ
ク
（
６
９
２
０
）

や
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

（
８
０
３
５
）
を
は
じ

め
半
導
体
関
連
株
に
買

い
が
広
が
っ
た
。
６
月

米
消
費
者
物
価
指
数

（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
予
想
を

上
回
る
高
い
伸
び
に
な

っ
た
こ
と
で
、
前
日
の

米
国
株
市
場
は
下
落
し

た
が
、
長
期
金
利
低
下

を
受
け
前
日
の
米
国
市

場
で
Ｓ
Ｏ
Ｘ
指
数
が
底

堅
く
、
こ
の
日
に
台
湾

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
が
決
算
発
表

を
予
定
し
て
い
る
こ
と

も
買
戻
し
を
誘
っ
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
４
～
６
月

期
の
純
利
益
は
７
６
％

増
を
市
場
予
測
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

ファストリ大幅３日続伸
３Ｑ好調で今８月期上方修正

　

週
末
１

５
日
、
フ

ァ
ー
ス
ト

リ
テ
イ
リ

ン
グ
（
９

９
８
３
）

が
大
幅
に

３
日
続
伸
。

２
２
年
８

月
期
の
業

績
予
想
に

つ
い
て
、

連
結
売
上

高
で
２
兆

２
０
０
０

億
円
か
ら
２
兆
２
５
０

０
億
円
（
前
期
比
５
・

５
％
増
）
、
営
業
利
益

で
２
７
０
０
億
円
か
ら

２
９
０
０
億
円
（
同
１

６
・
５
％
増
）
へ
上
方

修
正
、
期
末
配
当
を
３

４
０
円
（
前
年
同
期
２

４
０
円
）
へ
引
き
上
げ

た
。
第
３
四
半
期
３
カ

月
間
の
業
績
が
好
調
で
、

現
地
通
貨
ベ
ー
ス
で
も

予
想
を
上
回
る
進
捗
と

な
っ
て
い
る
。

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
大
幅
増
益
予
想

　

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
（
４

４
４
３
）
が
続
急
伸
。

２
３
年
５
月
期
の
業
績

は
、
連
結
営
業
利
益
で

９
億
１
７
０
０
万
円
～

１
２
億
８
８
０
０
万
円

（
前
期
比
２
５
・
５
％

増
～
７
６
・
３
％
増
）

と
大
幅
増
益
を
見
込
ん

で
い
る
こ
と
が
好
感
さ

れ
た
。
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
「
Ｅ
ｉ
ｇ
ｈ

ｔ
」
な
ど
が
好
調
で
、

中
期
的
な
目
標
と
し
て

売
上
高
成
長
と
利
益
成

長
の
両
立
を
目
指
す
と

い
う
。

セ
ラ
ク
は
下
方
修
正

　

セ
ラ
ク
（
６
１
９
９
）

が
大
幅
続
落
。
２
２
年

８
月
期
の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結
売
上
高

で
１
９
０
億
円
か
ら
１

７
８
億
円
（
前
期
比
１

６
・
６
％
増
）
、
営
業

利
益
で
１
５
億
５
０
０

０
万
円
か
ら
８
億
６
０

０
０
万
円
（
同
３
６
・

６
％
減
）
へ
下
方
修
正

し
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
採

用
に
よ
る
コ
ス
ト
増
な

ど
が
圧
迫
し
て
い
る
。

テ
モ
ナ
営
業
赤
字
に
修
正

　

連
休
明
け
１
９
日
、

テ
モ
ナ
（
３
９
８
５
）

が
大
幅
に
３
日
続
落
。

２
２
年
９
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

営
業
利
益
で
２
億
４
０

０
万
円
か
ら
１
億
６
９

０
０
万
円
の
赤
字
（
前

期
４
億
５
８
０
０
万
円

の
黒
字
）
へ
下
方
修
正

し
た
。
今
期
に
推
し
進

め
て
い
る
事
業
基
盤
強

化
の
た
め
の
人
材
投
資

に
お
い
て
、
採
用
コ
ス

ト
が
当
初
予
定
額
を
上

回
っ
て
い
る
も
の
の
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
採
用
に
つ

い
て
は
計
画
人
員
数
が

確
保
で
き
て
い
な
い
こ

と
か
ら
投
資
を
継
続
す

る
方
針
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
影
響
が
で
て
い
る
。

北の達人上振れ着地
　

北
の
達
人
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
２

９
３
０
）が
急
伸
。

２
２
年
２
月
期
の

第
１
四
半
期
決
算

は
、
収
益
認
識
に
関

す
る
会
計
基
準
適

用
の
た
め
前
期
と
比
較

は
な
い
が
、
連
結
売
上
高

で
は
期
初
計
画
の
２
０

億
３
９
０
０
万
円
に
対

し
て
２
１
億
３
０
０
万

円
、営
業
利
益
で
３
億
３

９
０
０
万
円
に
対
し
て

３
億
７
１
０
０
万
円
と

計
画
超
で
着
地
し
た
こ

と
が
材
料
視
さ
れ
た
。
新

規
獲
得
件
数
に
想
定
以

上
の
回
復
が
見
ら
れ
た
。
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２３年５月期利益急回復へ
自動車・車両内装最悪期脱す

住江織物

　住江織物（３５０１）の今２３年５月期は
連結売上高で８９０億円（前期比８．９％増）、
営業利益で１７億円（同１５．４５倍）、純
利益で５億円（同７７．８％増）と大幅増益
を見込んだ。前期は自動車メーカーの減産な
どの影響に加えて販売子会社で貸倒引当金を
計上したことで売上高８１７億１３００万円
（前の期比２．５％増）、営業利益１億１００
０万円（同８９．５％減）、純利益２億８１
００万円（同３１．３％減）と大幅な減益で
着地した。自動車・車両内装事業は昨年の最
悪期からは脱しており、大阪取引所での決算
発表の席上、永田鉄平社長は「自動車関連は
付加価値商材などの開発などにより収益性を
高めていく」としている。前提為替レート１
ドル１１８円で円安効果も期待できよう。

ベクトル３割営業増益

ベクトルの日足チャート

　
１
９
日
、
ベ

ク
ト
ル
（
６
０

５
８
）が
ス
ト

ッ
プ
高
。
２
２

年
２
月
期
の
第

１
四
半
期
（
４

～
６
月
）
決
算

を
発
表
、
連
結

営
業
利
益
で
前

年
同
期
比
３

０
・
６
％
増
の

１
４
億
７
７
０

０
万
円
と
大
幅

な
増
益
と
な
っ

た
こ
と
が
好
感

さ
れ
た
。
デ
ジ

タ
ル
領
域
に
お
け
る
サ

ー
ビ
ス
な
ど
時
代
の
ニ

ー
ズ
を
汲
み
取
っ
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
施
策
を

展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、

国
内
事
業
が
業
績
を
牽

引
し
て
い
る
。

 

半
導
体
関
連
軒
並
み
高

Ｓ
Ｏ
Ｘ
4.6
％
高
で
流
れ
波
及

　
２
０
日
、
レ
ー
ザ
ー
テ

ッ
ク
（
６
９
２
０
）や
東

京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
（
８
０

３
５
）
、
ア
ド
バ
ン
テ
ス

ト
（
６
８
５
７
）な
ど
半

導
体
製
造
装
置
株
が
軒

並
み
高
。
過
度
な
イ
ン
フ

レ
懸
念
の
後
退
で
前
日

の
米
国
株
式
市
場
は
大

幅
高
、な
か
で
も
Ｓ
Ｏ
Ｘ

指
数
は
４
・
６
％
高
と

ナ
ス
ダ
ッ
ク
の
３
・
１
％
、

ダ
ウ
の
２
・
４
％
を
大

き
く
上
回
る
上
昇
と
な

っ
て
お
り
、
米
関
連
株
高

の
流
れ
が
東
京
市
場
に

も
波
及
し
た
。
ネ
ッ
ト
フ

リ
ッ
ク
ス
が
決
算
発
表

後
に
時
間
外
取
引
で
上

昇
し
て
い
る
こ
と
も
グ

ロ
ー
ス
株
に
位
置
付
け

ら
れ
る
半
導
体
関
連
の

フ
ォ
ロ
ー
に
な
っ
た
。

 

 

ナ
ノ
キ
ャ
リ
ア
失
望
売
り

　

ナ
ノ
キ
ャ
リ
ア
（
４

５
７
１
）
が
ス
ト
ッ
プ

安
。
イ
ス
ラ
エ
ル
Ｖ
Ｂ

Ｌ
社
と
共
同
開
発
す
る

遺
伝
子
治
療
用
製
品
「
Ｖ

Ｂ‐

１
１
１
」
に
つ
い
て
、

プ
ラ
チ
ナ
製
剤
抵
抗
性

再
発
卵
巣
が
ん
を
対
象

と
し
た
国
際
共
同
第
Ⅲ

相
臨
床
試
験
（
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｌ
試
験
）
の
結
果
で
、

無
増
悪
生
存
期
間
と
全

生
存
期
間
の
統
計
的
に

有
意
な
改
善
と
い
う
主

要
評
価
項
目
を
達
成
で

き
な
か
っ
た
と
発
表
し

た
こ
と
を
受
け
失
望
売

り
が
か
さ
ん
だ
。
今
後

は
転
移
性
大
腸
が
ん
と

悪
性
膠
芽
腫
を
対
象
に

実
施
中
の
第
Ⅱ
相
臨
床

試
験
の
デ
ー
タ
を
も
と

に
開
発
方
針
を
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

サ
イ
ジ
ニ
ア
が
ス
ト
ッ
プ
高

　

サ
イ
ジ
ニ
ア
（
６
０

３
１
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

グ
ル
ー
プ
会
社
で
Ｅ
Ｃ

商
品
検
索
・
レ
ビ
ュ
ー
・

Ｏ
Ｍ
Ｏ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
販
売
す
る
Ｚ

Ｅ
Ｔ
Ａ
が
、
Ｃ
Ｘ
の
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ

ー
Ｚ
Ｅ
Ｔ
Ａ
と
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
活
用
エ
ン
ジ
ン

「
Ｚ
Ｅ
Ｔ
Ａ 

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｔ
Ａ
Ｇ
」
の
提
供
を
開

始
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｃ
Ｘ
向
上
と
Ｓ
Ｅ
Ｏ
を

改
善
す
る
新
製
品
で
、

利
用
増
と
収
益
貢
献
を

期
待
し
さ
れ
た
。

インフォマト大幅増額
　

２
１
日
、
イ

ン
フ
ォ
マ
ー
ト

（
２
４
９
２
）
が

大
幅
続
伸
。
２

２
年
１
２
月
期

の
業
績
予
想
に

つ
い
て
、
連
結

売
上
高
で
１
０

９
億
８
６
０
０

万
円
か
ら
１
１

１
億
１
３
０
０

万
円
（
前
期
比

１
３
・
０
％
増
）

へ
、
営
業
利
益

で
１
億
円
か
ら
４
億
６

０
０
０
万
円
（
同
５
５
・

３
％
減
）
へ
大
幅
に
上

方
修
正
し
た
。
管
理
シ

ス
テ
ム
・
ク
ラ
ウ
ド
化

を
求
め
る
フ
ー
ド
業
界

の
買
い
手
企
業
（
外
食

チ
ェ
ー
ン
、
ホ
テ
ル
、

給
食
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・

デ
リ
バ
リ
ー
な
ど
）
と

そ
の
店
舗
の
新
規
契
約

数
が
計
画
を
上
回
っ
た
。

日
電
産
は
小
幅
増
益

　

日
本
電
産
（
６
５
９

４
）
が
軟
調
。
２
３
年

３
月
期
の
第
１
四
半
期

決
算
は
、
連
結
営
業
利

益
で
前
年
同
月
比
０
・

２
％
増
の
４
４
６
億
６

０
０
０
万
円
と
小
幅
な

増
益
に
留
ま
っ
た
。
Ｈ

Ｄ
Ｄ
用
小
型
モ
ー
タ
で

は
販
売
数
量
の
減
少
な

ど
が
圧
迫
し
て
い
る
。

た
だ
、
株
価
は
決
算
発

表
に
先
行
し
て
上
昇
し

て
お
り
、
目
先
の
利
益

確
定
の
範
囲
内
で
、
売

り
一
巡
後
は
下
げ
幅
を

縮
め
た
。
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２３年３月期２ケタ増益へ
試験装置への引き合い増加

株
主
還
元
に
も
意
欲

英　
　

和

（
９
８
５
７
）

英和の日
 足チャート

　英和（９８５７）は計測・制御機器に強み
を持つ技術専門商社で組立・製造子会社を擁
し、高い技術力が評価され、大手企業を中心
に数多くの固定顧客を有している。独立系で
あることからあらゆる製品を提案することが
可能で、さまざまな分野で同社のビジネス
チャンスが拡大している。
　半導体を始めとする部材の供給不足や原材
料価格高騰の影響を受けて、大規模な設備投
資を手控える企業が見られるものの、生産性
向上や業務効率化を目的としたデジタルトラ
ンスフォーメーション(ＤＸ)の推進や２０５
０年カーボンニュートラル社会の実現に向け
た新技術開発のための研究開発投資増は追い
風。

　これらを受けて
同社ではＥＶ・Ｃ
ＡＳＥに関連する

高精度精密測
定機器、性能
試験機、評価
装置などの提
案を推進して
おり、ＪＡＲ

Ｉ（一般財産法人日本自動車研究所）
標準セルを応用した電解セルや試験装
置への引き合いも増加している。
　今２３年３月期は売上高４００億円
（前期比７．０％増）、営業利益１８
億円（同１５．２％増）、純利益１２
億円（同１２．５％増）と二桁増益を
見込んでいる。配当については第２四
半期末の１０円（前年同期１０円）は
据え置きながら期末は３１円（同２９
円）へ増配
し、年間で
計４１円
（前期３９
円）の方針
で株主還元
にも意欲を
見せている。

塩
野
義
下
落
率
ト
ッ
プ

コ
ロ
ナ
治
療
薬
承
認
見
送
り

塩野義製薬の日足チャート 　
２
１
日
、
塩
野
義
製

薬
（
４
５
０
７
）
が
急

反
落
、
東
証
プ
ラ
イ
ム

市
場
下
落
率
ト
ッ
プ
に

売
ら
れ
た
。
厚
生
労
働

省
の
専
門
家
分
科
会
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

治
療
薬
「
ゾ
コ
ー
バ
」

の
承
認
を
見
送
り
、
継

続
審
議
に
す
る
と
決
め

た
と
伝
わ
っ
た
こ
と
で

失
望
売
り
が
か
さ
ん
だ
。

国
産
初
の
軽
症
・
中
等

症
向
け
の
経
口
薬
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

緊
急
承
認
に
向
け
て
有

効
性
な
ど
の
デ
ー
タ
が

十
分
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
た
。
今
後
、
追
加

の
情
報
が
提
出
さ
れ
れ

ば
改
め
て
審
議
す
る
と

し
て
お
り
、
同
社
は
最

終
段
階
の
治
験
デ
ー
タ

を
１
１
月
に
提
出
す
る

と
い
う
。

海運大手は大幅増額

 
 

 

　

週
末
２
２
日
、

川
崎
汽
船
（
９

１
０
７
）
が
１

０
％
を
超
え
る

上
昇
に
な
っ
た

ほ
か
、
日
本
郵

船
（
９
１
０

１
）
、
商
船
三

井
（
９
１
０

４
）
の
大
手
海

運
株
が
大
幅
高
、

業
種
別
騰
落
率

で
上
昇
ト
ッ
プ

に
立
っ
た
。
３

社
は
揃
っ
て
２

３
年
３
月
期
第
２
四
半

期
累
計
と
通
期
の
連
結

業
績
予
想
を
大
幅
に
上

方
修
正
し
た
。
好
調
な

ド
ラ
イ
バ
ル
ク
市
況
や

円
安
も
プ
ラ
ス
要
因
で
、

持
分
法
適
用
の
コ
ン
テ

ナ
船
事
業
の
収
益
が
予

想
を
上
回
っ
て
推
移
し

て
い
る
。
収
益
上
積
み

で
Ｐ
Ｅ
Ｒ
１
倍
台
の
割

安
さ
が
改
め
て
意
識
さ

れ
、
一
段
の
配
当
引
上

げ
も
期
待
さ
れ
た
。

東
電
Ｈ
Ｄ
値
上
げ
で
き
ず

 
 

　

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
５
０

１
）
が
大
幅
続
落
。
燃

料
高
を
自
動
で
料
金
に

転
嫁
で
き
な
く
な
る
と

伝
わ
っ
た
。
家
庭
向
け

電
気
料
金
の
値
上
げ
幅

は
３
～
４
割
に
達
し
た

が
、
燃
料
費
調
整
制
度

で
は
基
準
価
格
の
１
・

５
倍
ま
で
し
か
転
嫁
で

き
ず
、
そ
れ
以
上
は
自

己
負
担
に
な
る
と
い
う
。

Ｊ
Ｉ
Ａ
大
幅
上
方
修
正

 
 

 
 

 

　

ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
（
７
１
７
２
）
が
４

連
騰
。
２
２
年
１
２
月

期
の
業
績
予
想
に
つ
い

て
、
連
結
売
上
高
で
１

４
５
億
円
か
ら
１
９
４

億
円
（
前
期
比
３
７
・

５
％
増
）
、
純
利
益
で

３
０
億
円
か
ら
６
４
億

円
（
同
２
・
２
倍
）
へ

大
幅
に
上
方
修
正
し
た
。
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銘
柄探

究
記者の目で企業実態を解析

新製品で来期さらなる飛躍へ

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
市
場
に
参
入

大 森 屋
（２９１７）

「
男
梅
」
第
５
弾
も
投
入

稲野達郎社長

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
茶
漬
け 
鮭
た
ま
ご

　大森屋（２９１７）の２２年９月期は
収益認識に関する会計基準適用のため前
期と比較はないが、第２四半期累計は営
業利益で当初計画の２億５００万円に対
して４億４２００万円で着地、通期予想
の５億円達成へ向け順調に推移している。

　

同
社
は
加
工
の
り

製
品
で
の
唯
一
の
上

場
企
業
と
し
て
、
高

い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
誇

る
。
コ
ロ
ナ
前
の
水

準
に
完
全
に
は
戻
っ

て
い
な
い
も
の
の
、

業
務
用
で
は
新
規
取

引
先
の
獲
得
な
ど
を

含
め
て
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、
第
２
四
半
期
ま
で
の
状

況
か
ら
営
業
利
益
で
は
通
期
予
想
の

５
億
円
は
十
分
達
成
で
き
そ
う
だ
。

懸
念
さ
れ
て
い
る
原
料
高
に
つ
い
て

は
、
稲
野
達
郎
社
長
は
「
海
苔
の
価

格
は
安
定
し
て
い
る
」
と
し
な
が
ら

も
「
鰹
な
ど
の
ふ
り
か
け
原
料
で
は

影
響
が
で
て
い
る
」
と
前
置
き
し
つ

つ
、
変
化
の
激
し
さ
に
対
応
す
べ
く
、

新
製
品
で
は
「
値
ご
ろ
感
を
出
し
て

い
き
た
い
」
と
し
、
来
期
飛
躍
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
８
月
２
２
日
か

ら
全
国
で
発
売
す
る
の
が
、
「
オ

ー
ト
ミ
ー
ル
茶
漬　

鮭
た
ま
ご
・

梅
わ
か
め
」
、
「
男
前

ふ
り
か
け　

ソ
フ
ト

タ
イ
プ
」
、
「
だ
し
ス

ー
プ　

和
風
・
洋
風
」
、
「
バ
リ
バ
リ

職
人　

ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ
ー
味
」
と

「
緑
黄
色
野
菜
ふ
り
か
け
・
小
魚
ふ

り
か
け
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
品
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
健
康
志
向
が
高
ま
る

な
か
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
の
需
要
は
急
速

に
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
で
発
売
す
る
「
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

茶
漬　

鮭
た
ま
ご
・
梅
わ
か
め
」
は

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
と
調
味
顆
粒
、
具
材

が
一
袋
に
入
っ
て
お
り
、
水
を
入
れ

て
電
子
レ
ン
ジ
で
２
分
過
熱
す
る
だ

け
で
簡
単

に
食
べ
る

こ
と
が
で

き
る
こ
と

が
魅
力
。
同
社
で
は
３
０
～
４
０
代

の
女
性
で
健
康
や
美
容
志
向
が
高
い
、

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
初
心
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
い
る
。

　

「
男
前
ふ
り
か
け　

ソ
フ
ト
タ
イ

プ
」
は
２
０
１
７
年
の
発
売
以
来
売

り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
る
「
男
梅
」

シ
リ
ー
ズ
の
第
５
弾
。
男
梅
の
風
味

を
再
現
す
る
た
め
に
、
味
付
け
し
た

き
ざ
み
梅
と
赤
し
そ
を
ブ
レ
ン
ド
、

梅
干
し
本
来
の
ガ
ツ
ン
と
し
た
し
ょ

っ
ぱ
い
旨
さ
と
や
わ
ら
か
な
食
感
が

楽
し
め
る
。

　

出
汁
を
ド
リ
ン
ク
と
し
て
飲
む
方

が
増
え
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
オ

フ
ィ
ス
や
在
宅
勤
務
で
コ
ー
ヒ
ー
や

紅
茶
以
外
に
ほ
っ
と
で
き
る
飲
み
物

の
提
案
と
し
て
発
売
す
る
の
が
「
だ

し
ス
ー
プ　

和
風
・
洋
風
」
。
和
風

は
「
和
風
だ
し
」
、
「
野
菜
だ
し
」
の

２
種
を
ア
ソ
ー
ト
。
洋
風
が
「
オ
ニ

オ
ン
」
と
「
ビ
ー
フ
コ
ン
ソ
メ
」
の

２
種
を
ア
ソ
ー
ト
。
喉
の
渇
き
や
口

周
り
の
ベ
タ
つ
き
が
な
い
の
で
あ
っ

さ
り
と
飲
め
る
。

　

「
バ
リ
バ
リ
職
人　

ス
パ
イ
シ
ー

カ
レ
ー
味
」
は
２
０
１
８
年
２
月
に

発
売
、
今
期
は
２
０
億
円
を
超
え
る

売
上
達
成
が
見
込
め
る
と
し
た
「
バ

リ
バ
リ
職
人
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
６
弾
。

ピ
リ
ッ
と
し
た
ス
パ
イ
ス
が
効
い
た

少
し
辛
口
な
本
格
ス
パ
イ
シ
ー
カ
レ

ー
味
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。

　

「
緑
黄
色
野
菜
ふ
り
か
け
・
小
魚

ふ
り
か
け
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
品
は

国
連
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
レ
ッ
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
初
参
加
、
味
付
け
き
ざ

み
海
苔
を
現
行
品
よ
り
３
０
％
増
量
。

緑
黄
色
野
菜
ふ
り
か
け
、
小
魚
ふ
り

か
け
と
も
に
人
気
の
具
材
を
増
量
し

て
い
る
。
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

ＮＹダウの日足チャート

ＦＯＭＣの利上げ幅は？

戻
り
期
待
し
つ
つ
半
身
構
え

や
は
り
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
鍵

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
末
比

約
１
１
２
６
円
高
と
３
週
連
続
高

と
な
っ
た
。
直
近
７
日
間
連
続
高

と
な
り
、
こ
の
間
の
上
昇
幅
は
１

５
７
８
円
と
な
っ
た
。
上
昇
の
き

っ
か
け
は
１
３
日
に
発
表
に
な
っ

た
米
６
月
Ｃ
Ｐ
Ｉ
で
あ
っ
た
。

　

上
昇
率
は
大
幅
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
が
返
っ
て
イ
ン
フ
レ
ピ
ー
ク

感
の
台
頭
す
る
こ
と
と
な
り
、

長
期
金
利
の
下
落
と
と
も
に

米
国
株
が
下
げ
止
ま
り
を
見

せ
た
。
積
極
的
な
買
い
は
見

当
た
ら
な
い
が
薄
商
い
の
中

で
買
戻
し
を
中
心
に
ス
ル
ス
ル
と

戻
り
歩
調
を
強
め
た
。

　

チ
ャ
ー
ト
で
も
抵
抗
ラ
イ
ン
と

し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
２
０
０
日

移
動
平
均
線
（
２
万
７
５
８
８
円

処
）
を
抜
け
、
週
足
の
５
２
週
線
（
２

万
７
７
９
７
円
処
）
も
上
回
っ
て

き
た
。
日
足
で
は
高
値
と
安
値
が

前
日
の
水
準
を
上
回
る
「
赤
三
兵
」

と
な
り
、
強
い
相
場
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
上
昇
で
ボ
リ
ン
ジ

ャ
ー
バ
ン
ド
が
拡
大
し
て
き
て
お

り
、
株
価
は
＋
３
σ
に
沿
っ
た
動

き
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
の
パ
タ

ー
ン
か
ら
す
る
と
、
＋
３
σ
に
タ
ッ

チ
し
た
後
は
短
期
調
整

後
も
強
い
相
場
と
な
っ

て
い
る
。
チ
ャ
ー
ト
上

で
は
２
万
８
５
０
０
円
程
度
ま
で

は
期
待
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
本
格
的
な
戻
り
相
場
に

あ
る
か
は
見
極
め
が
必
要
な
よ
う

で
あ
る
。
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
フ
ァ
ク
ト
セ

ッ
ト
に
よ
る
と
１
２
カ
月
後
の
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
の
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
一
株
当
た
り

利
益
）
は
１
５
５
・
７
３
円
と
実

績
値
に
比
べ
て
１
割
程
度
伸
び
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
か
ら
経

済
再
開
に
踏
み
出
し
日
本
も
回
復

傾
向
に
あ
る
。

　

だ
が
、
前
月
比
の
拡
大
ペ
ー
ス

は
こ
こ
３
カ
月
連
続
で
鈍
化
し
て

い
る
。
し
か
も
、
足
元
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
の
第
７
波

が
き
て
お
り
、
経
済
活
動
を
萎
縮

さ
せ
る
可
能
性
も
高
い
。
持
続
的

な
戻
り
相
場
形
成
に
は
業
績
の
回

復
は
必
至
で
あ
る
た
め
、
今
月
下

旬
か
ら
発
表
に
な
る
４
月
～
６
月

期
の
決
算
発
表
に
は
要
注
目
で
あ

る
。
下
方
修
正
が
多
い
よ
う
だ
と

再
び
売
り
直
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い

こ
と
も
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　

今
週
は
２
７
日

に
発
表
さ
れ
る
米

Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
の
結
果

が
相
場
に
大
き
く

影
響
し
よ
う
。
市

場
は
０
・
７
５
％

の
利
上
げ
を
織
り

込
ん
で
い
る
が
、

や
は
り
そ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
相
場

は
動
揺
し
よ
う
。
８
月
に
は
米
Ｆ

Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
な
い
た
め
、
強
め
の
数

字
が
で
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
要

注
意
で
あ
る
。

　

今
週
の
上
値
ラ
イ
ン
と
し
て
節

目
の
２
万
８
０
０
０
円
、
窓
埋
め

の
２
万
８
１
８
９
円
３
５
銭
、
高

値
の
２
万
８
３
８
９
円
７
５
銭
が

意
識
さ
れ
よ
う
。
一
方
、
下
値
は

５
日
線
（
２
万
７
４
３
０
円
処
）
、

窓
埋
め
の
２
万
７
０
４
３
円
５
８

銭
、
７
５
日
移
動
平
均
線
（
２
万

６
８
５
０
円
処
）
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

　

一
目
均
衡
表
で
は
今
週
雲
の
ね

じ
れ
が
発
生
す
る
。
相
場
の
転
機

と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
今
週
の
レ
ン
ジ
は

２
万
６
９
０
０
円
か
ら
２
万
８
２

０
０
円
を
想
定
す
る
。
戻
り
を
期

待
し
つ
つ
半
身
構
え
と
い
っ
た
感

じ
で
あ
る
。　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～再び新型コロ
　　　ナ感染拡大～

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
全

国
で
再
び
急
拡
大
し
て
い

る
。

　

筆
者
の
周
辺
で
も
感
染

者
が
で
て
い
る
が
、
感
染

し
て
も
症
状
が
軽
く
１
週

間
程
度
で
職
場
に
復
帰
し

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
回
数
を
含
め
て
症
状
に

は
個
人
差
が
あ
る
も
の

の
、
数
年
前
の
感
染
拡
大

初
期
と
は
明
ら
か
に
状
況

は
異
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
に
第
７
波
と
い
っ
て
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

蔓
延
防
止
や
緊
急
事
態
宣
言
の
よ
う
な
行
動
制
限
を
し
て

も
ど
れ
だ
け
そ
の
効
果
が
で
る
か
が
疑
問
。
マ
ス
ク
や
手

洗
い
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
は
、
い
ま
や
誰
も
が
行
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
現
状
に
至
っ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
扱
い
は
、
結
核
な
ど
と

同
じ
２
類
相
当
だ
が
、
こ
れ
を
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

並
み
の
５
類
へ
と
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
意
見
が
増
え
て

き
た
。
政
府
は
こ
れ
に
は
否
定
的
だ
が
、
５
類
へ
見
直
す

こ
と
で
、
診
療
で
き
る
医
療
機
関
も
増
え
て
く
れ
ば
医
療

逼
迫
や
自
宅
療
養
が
解
消
さ
れ
、
重
傷
者
が
減
少
す
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
と
付
き
合

い
な
が
ら
経
済
活
動
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な

る
だ
ろ
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
と
の
付

き
合
い
方
を
根
本
か
ら

見
直
す
必
要
が
あ
る
。

金融機関以外へも提案
コールセンター拡充へ問合せ急増

Ｄ
ｍ
Ｍ
ｉ
Ｘ

コールセンター

　

ダ
イ
レ
ク
ト
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
ミ
ッ
ク
ス
（
７
３

５
４
）
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

前
と
比
べ
て
金
融
機
関
か

ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
拡
充

な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
て
い

る
。
人
的
接
触
が
制
限
さ
れ
る
中
で
、
ネ
ッ

ト
対
応
に
不
慣
れ
な
顧
客
へ
の
非
対
面
で
の

フ
ォ
ロ
ー
の
ニ
ー
ズ
が
６
月
頃
か
ら
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
金
融

機
関
に
お
い
て
、
顧
客
と
の
第
一
の
接
点
だ

っ
た
店
舗
窓
口
の
営
業
が
制
限
さ
れ
、
非
対

面
・
非
接
触
に
よ
る
手
法
を
取

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
に
よ
る
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
や
、
窓
口
で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
で
き
る
処
理
が
増
え
る
な
ど
、

今
ま
で
対
面
が
当
然
だ
っ
た
金

融
に
関
す
る
処
理
や
対
応
が
非

対
面
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

顧
客
側
も
非
対
面
で
行
う
こ
と

の
抵
抗
感
が
薄
れ
る
と
い
う
状

況
も
進
ん
で
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
同

社
で
は
金
融
機
関
か
ら
の
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
拡
充
な
ど
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
て
い

る
。
同
社
は
、
ア
プ
リ
や
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
サ
ポ
ー
ト
だ

け
で
な
く
、
店
舗
と
の
連
携
な

ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
含

む
運
用
の
提
案
が
可
能
。
利
用

中
の
金
融
機
関
か
ら
は
「
顧
客

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
「
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
顧
客
か
ら
の
意

見
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
好

評
を
得
て
い
る
と
い
う
。

　

近
年
は
ワ
ク
チ
ン
予
約
受
付
な
ど
の
社

会
的
意
義
の
あ
る
、
ま
た
、
緊
急
で
の
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
要
望
に

も
対
応
し
て
お
り
、
官
公
庁
な
ど
か
ら
の

業
務
依
頼
も
増
加
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
推
進
の

流
れ
も
相
ま
っ
て
、
今
後
非
対
面
対
応
の

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
伸
び
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
今
後
も
、
金
融
機
関
の
み

な
ら
ず
他
の
業
界
に
お
い
て
も
、
提
案
を

行
っ
て
い
く
方
針
と
い
う
。
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏

(

株
式
会
社

マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代
表
取

締
役)

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト

「
第
１
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
て
１
万
人
超
の
参
加
者
の

中
か
ら
優
勝
。
２
０
０
２
年

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
経
済
最
前
線
」
に
て
独
自
の
投
資
支
援
シ
ス
テ

ム
が
紹
介
さ
れ
た
。
直
近
で
は
２
０
２
２
年
１
月
の
夕
刊
フ
ジ

主
催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」で
優
勝
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス

ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、
月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く

執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投
資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
。
h
t
t
p
:
/
/
m
a
r
k
e
t
b
a
n
k
.
j
p

年後半、１０月に大底か‼
エネルギーと食材供給正常化必要

鍵
は
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ

バーチャレクスの日足チャート

　今年はプ
ーチン大統
領によるウ
クライナへ
の軍事侵攻
や安倍元総
理の暗殺と

いう考えもしなかった大事件が起こった。
　２０２２年の干支は壬寅（みずのえとら）で、
常識が覆される年といわれるが、まさにその通
りの出来事と動きとなっている。今までの常識
が覆され、時代にあった新しい常識が摸索され
始める１年になるという。
　株式市場は、市場参加者の迷いや葛藤が入り
乱れ、ボラティリティ（変動率）の高い大揺れ
の展開になるというが、その通りの動きとなっ
ている。
　寅の相場格言は「寅千里を走る」といわれる
が往来相場が少なくない。また、圧倒的に負け
越しが多い。過去６回の勝敗は、１勝５敗で十
二支中最下位だ。下落の要因は戦争、国外の危
機、国のトップ辞任、銀行の国有化などがきっ
かけとなっている。また、年後半で１０月のボ
トムが多いことは注目すべき。
　日経平均は２万７８００円台まで上昇した。
これは外国人投資家（ヘッジファンドやＣＴＡ）
が売っていた先物を買いに転じたからだ。６月
第３週（１３日～１７日）の先物（日経平均先
物、ＴＯＰＩＸ先物、ミニ日経平均先物、ミニ
ＴＯＰＩＸ先物の合計）は９１１５億円売り越

し。現
物株
（東証・
名証の
合計）
との合
算では
１兆７
１６０
億円売
り越し

だった。し
かし、一転
して６月終
わり頃から
先物を買戻
しに転じた。
　６月第５
週（２７日
～１日）か
ら７月第１
週（４～８
日）の先物
は８５２６
億円買い越
し。７月第
１週だけで、
現物株と先
物の合算で
１兆１８５
０億円の買い越しだった。日経平均は１
月の初値が２万９０９８円、３月９日に
は安値２万４６８１円まで急落。３月２
５日には２万８３３８円まで戻した。そ
の後は２万５０００円台から２万８００
０円台の幅の広いボックス相場となって
いる。
　株式市場が急落している最大の要因は
過熱しているインフレだ。エネルギーと
食料品材料の高騰がインフレを引き起こ
している。インフレ沈静化を図るために
欧米は大幅な利上げを余儀なくされてい
る。利上げは景気減速とリセッション（景
気後退）につながる。つまり、景気回復
には原油などエネルギーと穀物など食材
の供給が正常化に向うことが必要だ。そ
の鍵はロシアとウクライナのどちらかが
勝利することだ。
　潮流銘柄はバーチャレクス・ホールデ
ィングス（６１９３）、サイバネットシ
ステム（４３１２）、パーソルホールデ
ィングス（２１８１）。

http://www.marketbank.jp/
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株式市場新聞の名物コーナーが復活！

高野恭壽の

株式情報これでどや‼

高野恭壽(たかのやすひさ)氏　株式市場新聞
大阪支社長、株式新聞社大阪本社代表を経て
株式評論家へ。講演会のほかラジオ大阪「タ
カさんの新鮮・株情報」をはじめＴＶ、ラジ
オに出演。「株式投資30カ条」など著書も。

公式ホームページ

https://marketpress.jp/kabu-takano/

ハ
イ
テ
ク
の
流
れ
は
不
変

ニコンが上値追う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
は
２
１
日
に

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
コ
ロ
ナ
感
染
と

の
報
道
な
ど
を
嫌
気
し
て
下
げ
る
場

面
が
あ
り
ま
し
た
が
、
売
り
一
巡
後

は
戻
す
動
き
に
な
り
、
ダ
ウ
で
は
３

万
２
０
０
０
ド
ル
を
回
復
し
ま
し
た
。

東
京
市
場
は
日
経
平
均
で
２
１

日
ま
で
で
６
日
続
伸
と
な
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
さ
す
が
に

上
値
が
重
く
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
売
り
一
巡
後
は
再
び
上
値

追
い
と
な
り
、
２
万
７
９
０
０

円
を
回
復
し
て

い
ま
す
。

　

日
銀
金
融
政

策
決
定
会
合
で

の
大
規
模
緩
和

維
持
は
想
定
内

で
来
週
は
Ｆ
Ｏ

Ｍ
Ｃ
で
の
利
上

げ
内
容
が
注
目

さ
れ
ま
す
が
、

現
状
で
は
１
％
引
き

上
げ
は
後
退
し
、
０
・

７
５
％
が
有
力
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
先
月

と
異
な

り
今
回

は
無
難

に
通
過

し
そ
う

で
す
。

た
だ
、
こ

れ
ま
で
の

戻
り
が
急

ピ
ッ
チ
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
週
明
け
は
月
末

接
近
か
ら
も
利
益
確
定
売
り
の
動
き

か
ら
２
万
８
０
０
０
円
乗
せ
前
に
あ

る
程
度
の
調
整
は
必
要
と
見
て
い
ま

す
。

　

個
別
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡

大
か
ら
ア
ン
ジ
ェ
ス
（
４
５
６
３
）

を
紹
介
、
７
月
５
日
の
安
値
３
２

７
円
か
ら
２
１
日
に
は
３
９
８
円

ま
で
大
幅
に
上
昇
し
ま
し
た
。
５

月
２
４
日
の
４
１
３
円
を
抜
け
る

か
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　

物
色
の
流
れ
は
ハ
イ
テ
ク
を
中

心
に
輸
出
系
に
な
る
と
の
見
方
は

変
え
て
い
ま
せ
ん
。
ニ
コ
ン
（
７

７
３
１
）
は
７
月
６
日
の
１
３
４

３
円
を
底
に
上
昇
と
な
り
、
週
末

は
５
０
日
線
を
回
復
し
、
１
６
０

０
円
に
迫

る
場
面
が

あ
り
ま
し

た
。
ブ
イ
・

テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
（
７
７
１

７
）
も
同
様

に
上
昇
し
て

い
ま
す
。
大

紀
ア
ル
ミ

（
５
７
０
２
）

を
含
め
て
引

き
続
き
注
目

で
す
。
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記者の視点

相場見通し
日本電産の日足チャート

川崎汽船の
　日足チャート

引
き
続
き
決
算
プ
レ
イ

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
な
ど
注
視

 

　

先
週
の
東
京
市

場
は
日
経
平
均
で

２
万
７
０
０
０
円

抜
け
か
ら
上
昇
加

速
と
な
り
、
週
末
２
２
日
に
は

２
万
７
９
０
０
円
に
乗
せ
る
強

い
動
き
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
場
で
は
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ

ク
ス
や
テ
ス
ラ
な
ど
の
有
力
企

業
の
決
算
に
警
戒
感
が
高
ま
っ

て
い
た
が
、
蓋
を
開
け
て
み
れ

ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
内
容
だ
っ
た

こ
と
か
ら
過
度
な
不
安
心
理
後

退
か
ら
買
戻
し
の
動
き
に
な
っ

た
。
一
方
、
国
内
で
は
日
銀
金

融
政
策
決
定
会
合
で
の
大
規
模

緩
和
継
続
は
規
定
路
線
だ
っ
た

が
、
想
定
通
り
の
内
容
だ
っ
た

こ
と
か
ら
改
め
て
安
心
感
を
高

め
る
動
き
に
な
っ
た
。

　

今
週
は
米
国
で
２
６
日
と
２

７
日
に
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
、

２
７
日
に
パ
ウ
エ
ル
会
見
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
０
・

７
５
％
の
引
き
上
げ
が
有
力
で
、

先
月
の
よ
う
な
波
乱
要
因
に
は

な
ら
な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

翌
日
２
８
日
に
は
４
～
６
月
Ｇ

Ｄ
Ｐ
速
報
、
個
別
で
は
２
６
日

に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
、
２
７
日
に
ボ
ー
イ

ン
グ
や
ク
ア
ル
コ
ム
の
決
算
が

控
え
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
次
第

で
は
指
数
が
大
き
く
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
る

が
、
内
容
が
想

定
よ
り
大
き
く

ブ
レ
な
い
限
り
、

日
本
の
ハ
イ
テ
ク
株
上
昇
に

追
い
風
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。

　

先
週
は
日
本
電
産
（
６
５

９
４
）
の
第
１
四
半
期
が
ア

ナ
リ
ス
ト
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

下
回
っ
た
こ
と
で
売
ら
れ
て
い

た
が
、
２
０
日
ま
で
期
待
感
か

ら
あ
る
程
度
上
昇
し
て
い
た
こ

と
か
ら
悲
壮
感
は
な
く
、
今
後
、

新
た
な
ア
ナ
リ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト

が
で
れ
ば
見
直
さ
れ
る
可
能
性

は
高
い
。
日
本
郵
船
（
９
１
０

１
）
や
川
崎
汽
船
（
９
１
０
７
）
、

商
船
三
井
（
９
１
０
４
）
の
上

方
修
正
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
般
に

明
る
い
材
料
を
与
え
た
。
今
週

は
２
８
日
の
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト

（
６
８
５
７
）
や
村
田
製
作
所

（
６
９
８
１
）
な
ど
が
注
目
さ

れ
る
。

今週のスケジュール

 

・25日 6月全国百貨店売上高
　　　 独7月Ifo景況感指数
・26日 6月16･17日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合議事要旨
　　　 FOMC(〜27日)
　　　 米5月FHFA住宅価格指数
・27日 パウエルFRB議長会見
　　　 米6月中古住宅販売仮契約
・28日 米4-6月期GDP速報値
・29日 7月20･21日開催の日銀金融政策決定
　　　 会合の｢主な意見｣
　　　 6月失業率･有効求人倍率
　　　 6月鉱工業生産
　　　 米6月個人所得･個人支出
・31日 中国7月コンポジットPMI、中国7月製
　　　 造業PMI、中国7月非製造業PMI
・１日 7月自動車販売台数
　　　 中国7月Caixin製造業PMI
　　　 米7月ISM製造業景況指数
・２日 6月マネタリーベース
・３日 米6月製造業受注
　　　 米7月ISM非製造業景況指数
　　　 OPECプラス会合
・５日 6月家計調査
　　　 米7月雇用統計

編 

集 

後 

記

　

金
融
政
策
決
定
会
合
後
の
会

見
で
黒
田
日
銀
総
裁
は
「
金
利

を
引
き
上
げ
る
つ
も
り
は
全
く

な
い
」
と
大
規
模
金
融
緩
和
を

続
け
る
意
向
を
強
調
し
た
。
日

米
金
利
差
拡
大
に
よ
り
２
４
年

ぶ
り
の
円
安
が
進
ん
で
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
ド
ル
の
独
歩
高

と
の
認
識
で
、
止
め
る
に
は
大

幅
利
上
げ
が
必
要
に
な
り
経
済

に
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
、
緩
和

継
続
に
よ
っ
て
時
間
は
か
か
っ

て
も
賃
金
上
昇
を
伴
う
物
価
安

定
目
標
を
達
成
で
き
る
と
し
た
。

　

予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
が

ら
東
京
市
場
は
好
感
し
た
。
金

融
引
き
締
め
を
織
り
込
み
、
米

株
の
戻
り
に
弾
み
が
つ
け
ば
当

面
の
ベ
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
だ
が
…
。

 

　【ご注意】株式市場新聞は投資の参考になる情報提供を目的としており、投資の勧誘をするものではありません。
記事には業績や株価、出来事について今後の見通しを記述したものが含まれていますが、それらはあくまで予想であ
り、内容の正確性、信頼性、予測の的確性を保障するものではありません。当紙が掲載している情報に基づく投資で
被られたいかなる損害について、当社と情報提供者は一切の責任を負いません。投資についての決定はすべてご自身
の判断、責任でお願いいたします。


